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1. はじめに 
音楽を気軽に楽しむことができるカラオケは，心身の健

康増進に役立つことが知られている．しかしながら，視覚

障害者はカラオケ映像に表示される歌詞が読めない，また

は読みづらいため，歌詞をすべて覚えているか，支援者に

耳元で先読みしてもらう必要がある．これに対して歌詞を

カラオケと連動させて点字ディスプレイに表示させるシス

テム[1]が開発されているが，点字が読めないと利用できな

い．筆者らは上記の課題を解決するために，視覚障害者が

晴眼者と同じように一人でカラオケを楽しむことができる

支援システムの実現を目指している．本稿では本カラオケ

支援システムの全体イメージについて述べ，その中の技術

課題として，歌詞先読みの開始タイミングと先読みスピー

ド，カラオケ曲タイトルの特定，歌詞先読み音声とカラオ

ケとの同期再生，の各々に関する検討状況について述べる． 

2. カラオケ支援システムの全体イメージ 
カラオケ支援システムの全体イメージを図 1 に示す．ま

ず，①複数のカラオケ曲に対して歌詞先読み音声ファイル

を音声合成により作成し，それらのファイルを小型コンピ

ュータに保存しておく．カラオケ曲を歌う際には，②カラ

オケ画面に表示された曲タイトルを文字認識によって特定

し，③特定した曲に対応する歌詞先読み音声ファイルをイ

ントロ開始と同時に再生する．その音声をオープンイヤー

型ワイヤレスイヤホンに伝えることによって，適切なタイ

ミングで歌詞を利用者に伝える． 
 

本システムにおける技術課題として以下の 3 つが挙げら

れる．1 つ目は歌詞先読み音声ファイルの作成方法である．

どのようなタイミングで先読みを開始し，どのようなスピ

ードで先読みすれば最も歌いやすいのか検討する必要があ

る．2 つ目は曲タイトルの認識である．カラオケ画面の中

から曲タイトルを高精度で認識することが必要である．3
つ目は歌詞先読み音声とカラオケとの同期再生である．歌

詞先読み音声がカラオケに合わせて再生されることが必要

である． 

3. 歌詞先読みの開始タイミングと先読みスピード 
カラオケ映像では，歌う前に 2 行程度の歌詞が同時に表

示され，歌うタイミングに合わせて一文字ごとに文字色が

変化する．既に実施した検討[2]では，歌詞先読みの開始タ

イミングはカラオケ画面に歌詞が表示されると同時とする

のが適切という結果が得られた．また先読みスピードにつ

いては，聞き取りやすさを考慮し通常よりやや速い一定速

度とした．上記の条件で 4 曲について評価実験を行った結

果，BPM(Beats Per Minute)が 80～110 程度の曲については

「歌いやすい」，「歌うことができる」という評価だった

が BPM が 160 を超える速いテンポの曲については「歌い

にくい」という評価となった．理由として，歌うタイミン

グと歌詞先読み音声が重なることが多く，歌詞が聞き取り

づらいことが挙げられた．そこで今回は，読み上げ速度を

[2]で設定した速度に対して 1 倍，1.5 倍，2 倍の 3 種類とし

て評価実験を行った．被験者は 20 代の晴眼者 4 名であり，

歌詞を見れば歌うことができる程度に曲を覚えている．評

価尺度は以下のとおりである． 
 
5:  完全に歌えた 
4:  （5 と 3 の中間） 
3:  8 割以上歌えた 
2:  5 割以上 8 割未満歌えた 
1:  5 割未満しか歌えなかった 
 
結果を表 1 に示す．数値は 4 名の評点の平均である．  

表 1 より，3 曲とも 1 倍速が最も評点が高く，速度が上が

るほど評点が低くなっていることが分かる．特に天体観測

（BPM：約 168）については[2]での評価結果と異なり，1
倍速でもほぼ歌えるという結果になった．理由として，こ

の曲に対する被験者の経験度の違いが考えられる．この点

については今後の評価方法を見直す必要があるといえる．

また，どちらも晴眼者を被験者としているが，視覚障害者

と晴眼者では速聴能力が異なる可能性があるため，今後は

視覚障害者を対象とした評価実験も行う予定である． 
 
 
 
 
 

†東京工芸大学 Tokyo Polytechnic University 

 

 

 
図 1 カラオケ支援システムの全体イメージ 
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4. 曲タイトルの特定 
小型コンピュータに付属または外付けされたカメラでカ

ラオケ画面を撮影し， OCR(Optical Character Recognition)に
より文字認識することで曲タイトルを特定する．現時点で

は，実験において 14 曲のタイトルに対し 11 曲を 100%の

精度で認識できた PaddleOCR を用いている．100%の精度

で認識できなかった 3 曲に対して，前処理として明度とコ

ントラストを変化させたが，認識精度を上げるための共通

の処理を定めるには至っていない． 
今回実験に用いた 14 曲の画像はモニタの中心とほぼ同

じ高さで撮影したが，実運用を考慮すると利用者が細かい

点まで意識してカメラ設置することは困難である．したが

って今後は，カメラの設置位置や照明の違いなどを考慮し

た検討も行っていく必要がある． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. 歌詞先読み音声とカラオケとの同期再生 
歌詞先読み音声ファイルをカラオケに同期させて再生す

る．その方法として，カラオケのイントロに相当する時間

だけ音声ファイルの冒頭に空白時間を設けておき，イント

ロが開始すると同時に音声ファイルの再生を開始すること

を考えている．そのためには，小型コンピュータのマイク

に入力する音の大きさや周波数成分などから，イントロの

開始部分を検出することが必要となる．この点について今

後検討を進めていく． 

6. むすび 
視覚障害者のためのカラオケ支援システムについて，そ

の全体イメージを紹介した．また，本システムを実現する

に当たって解決すべき技術課題の検討状況と今後の予定に

ついて述べた． 
なお，現状は歌詞先読み音声ファイルを手動で作成して

いるが，2 行程度の歌詞表示タイミングや文字色変化のタ

イミングなどを利用して自動で作成することも，今後検討

していきたい．  
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表 1 評価実験結果 

曲タイトル 1 倍速 1.5 倍速 2 倍速 

チェリー 
（BPM：約 97） 

４．５ ３．８ ２．５ 

世界に一つだけの花 
（BPM：約 99） 

４．５ ３．８ ２．５ 

天体観測 
（BPM：約 168） 

４．５ ３．５ ２．３ 
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